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法学研究79巻1号（2006＝1）

清
水
唯
一
朗
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
清
水
唯
一
朗
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
近
代
日
本
に
お
け

る
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
」
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
政
党
・
内

閣
・
官
僚
の
関
係
を
歴
史
的
文
脈
の
中
か
ら
説
き
起
こ
し
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
至
る
ま
で
の
長
い
時
間
的
視
野
の
下
、
統
治
構
造
の

形
成
と
変
遷
の
過
程
を
体
系
的
に
描
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
本
論
文
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
本
編
六
章
と
そ
れ
を
補
強
す
る

参
考
論
文
二
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
論
－
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
研
究
の
意
義

第
一
章
近
代
官
僚
制
の
導
入
ー
政
官
関
係
の
制
度
的
序
説

　
序

　
第
一
節
　
情
実
任
用
か
ら
試
験
任
用
・
試
用
制
度
へ

　
第
二
節
　
試
補
制
度
の
運
用
と
破
綻

　
第
三
節
　
文
官
任
用
令
の
制
定

　
結
語

第
二
章
　
政
党
内
閣
の
萌
芽
－
官
職
と
利
権
の
争
奪

　
序

　
第
一
節
　
隈
板
内
閣
の
成
立
と
官
僚

　
第
二
節
　
隈
板
内
閣
に
お
け
る
猟
官
の
構
図

　
第
三
節
　
隈
板
内
閣
に
お
け
る
猟
官
の
波
及
と
利
権

　
結
語

第
三
章
　
政
党
内
閣
像
の
模
索
－
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
構
築

　
序

　
第
一
節
隈
板
内
閣
に
お
け
る
自
由
・
進
歩
両
派
の
政
党
内
閣
像

　
第
二
節
　
文
官
任
用
令
の
改
正
と
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
変
容

　
第
三
節
　
総
務
長
官
・
官
房
長
制
の
創
設
と
挫
折

　
結
語

第
四
章
　
政
党
内
閣
へ
の
道
程
ー
大
正
政
変
と
政
友
会
ス
タ
イ
ル

　
序

　
第
一
節
　
大
正
政
変
と
文
官
任
用
令
改
正

　
第
二
節
　
政
府
・
枢
密
院
の
対
立

　
第
三
節
　
文
官
任
用
令
の
改
正
と
そ
の
運
用

　
結
語

第
五
章
　
政
党
内
閣
の
現
実
化
ー
官
僚
の
政
党
参
加
と
政
党
改
良
進
展

　
序

　
第
一
節
大
正
政
変
前
後
に
お
け
る
政
党
と
官
僚

　
第
二
節
　
原
敬
総
裁
期
に
お
け
る
政
友
会
の
改
良

　
第
三
節
　
原
敬
内
閣
に
お
け
る
政
党
と
官
僚
－
擬
似
政
党
内
閣
誕
生

　
結
語

第
六
章
　
政
党
内
閣
期
の
到
来
－
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
確
立
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序

　
第
一
節
　
官
僚
の
政
党
参
加
の
進
展
－
第
二
次
護
憲
運
動
と
総
選
挙

　
第
二
節
　
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
制
度
設
計
二
）

　
第
三
節
　
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
制
度
設
計
（
、
一
）

　
結
語
　
　
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
「
確
立
」

結
論
－
政
党
内
閣
時
代
に
至
る
制
度
設
計
と
意
識
変
化

参
考
論
文
一
　
隈
板
内
閣
ド
の
総
選
挙
i
候
補
者
調
整
を
中
心
に

　
序

　
第
一
節
　
党
中
央
に
お
け
る
選
挙
準
備

　
第
二
節
地
方
に
お
け
る
候
補
者
選
定

　
第
三
節
　
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析

　
第
四
節
　
本
選
挙
が
政
局
に
与
え
た
影
響

　
結
語

参
考
論
文
二
　
清
浦
内
閣
の
一
考
察
ー
貴
族
院
の
政
治
対
立

　
序

　
第
一
節
　
清
浦
「
貴
族
院
」
内
閣
の
成
立

　
第
二
節
　
貴
族
院
の
反
清
浦
運
動

　
第
三
節
　
清
浦
内
閣
の
総
辞
職
と
田
中
義
一
擁
立
運
動

　
結
語

史
料
・
参
考
文
献
一
覧

　
未
公
刊
史
料

　
公
刊
史
料

　
同
時
代
文
献
・
伝
記

新
聞
・
雑
誌

既
存
研
究

　
以
下
、
各
章
の
要
旨
と
評
価
を
行
っ
て
い
く
。
ま
ず
序
論
に
お
い

て
、
従
来
の
近
代
日
本
の
統
治
構
造
理
解
が
、
藩
閥
と
政
党
間
の
政

権
獲
得
競
争
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
た
め
に
、
政
党
と
官
僚
の
対
立

競
争
過
程
と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

の
一
方
で
、
政
党
と
官
僚
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
政

治
の
特
色
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
実
態

は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
、
そ
う
し
た

既
存
研
究
の
弱
点
を
補
う
べ
く
、
両
者
間
の
対
立
抗
争
の
側
面
を
確

認
し
つ
つ
も
、
他
方
、
そ
の
緊
密
性
、
と
り
わ
け
人
的
近
接
・
流
動

性
に
着
目
し
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
両
者
が
相
関
し
て
発
展
し
た
、

そ
の
実
際
の
検
証
を
目
指
し
て
い
る
。

　
清
水
君
は
、
両
者
の
関
係
解
明
の
た
め
に
は
、
官
僚
制
の
歴
史
と

政
党
の
歴
史
を
複
眼
的
に
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
さ
ら
に
こ

れ
を
立
憲
政
治
の
変
容
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
捉
え
直
す
必
要
を

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
明
の
た
め
に
第
一
に
官
僚
養
成
・
任

用
制
度
、
第
二
に
政
党
の
発
達
に
伴
う
官
僚
・
政
党
双
方
の
意
識
、

第
三
に
政
党
内
閣
時
代
に
至
る
統
治
構
造
の
設
計
、
の
以
上
三
点
に

着
目
し
分
析
を
進
め
て
い
る
。
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第
一
章
で
は
ま
ず
、
本
論
文
全
体
の
序
説
と
し
て
、
近
代
国
家
と

し
て
出
発
し
た
わ
が
国
に
お
け
る
官
僚
養
成
・
任
用
制
度
の
導
入
過

程
を
、
統
治
構
造
設
計
者
の
意
図
を
中
心
に
解
明
す
る
。
ま
た
、
明

治
政
府
成
立
初
期
の
官
僚
に
関
し
て
は
、
情
実
任
用
と
そ
れ
に
伴
う

冗
官
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
清
水
君
は
、
そ
の
問
題
と
さ
れ
た
実
態

を
、
そ
の
人
数
だ
け
で
な
く
そ
の
た
め
に
割
か
れ
た
予
算
規
模
の
推

移
の
両
面
か
ら
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
立
憲
国
家
の
設
計

者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
伊
藤
を
中
心
に
、
上
記
の
問
題
を
解
決
す
べ

く
、
官
僚
任
用
制
度
の
整
備
、
す
な
わ
ち
試
用
制
度
、
資
格
任
用
が

導
入
さ
れ
、
情
実
任
用
排
除
の
素
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

清
水
君
は
、
か
か
る
制
度
整
備
に
内
包
さ
れ
る
意
図
と
そ
の
初
期
運

用
の
実
態
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
中
心
と

す
る
専
門
官
僚
養
成
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
よ
り
詳
細

に
、
か
つ
体
系
的
に
検
証
し
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
整
備
に
よ
っ
て
輩
出
さ
れ
る
、
藩
閥
官
僚

と
は
異
な
る
専
門
官
僚
の
集
団
を
学
士
官
僚
と
位
置
づ
け
、
彼
ら
が

藩
閥
勢
力
と
は
異
な
る
行
動
原
理
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、

試
験
任
用
に
よ
る
か
か
る
専
門
官
僚
の
官
界
へ
の
供
給
実
態
を
数
量

的
に
示
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
明
確
に

論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
が
国
官
僚
制
度
の
淵
源
を
解
き
明
か
す

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
変
容
を
理
解
す
る
た
め
の
有
益
な
視
座
を
提

示
し
て
い
る
意
義
は
大
で
あ
る
。

　
第
二
、
三
章
は
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
の
我
が
国
初
の

政
党
内
閣
で
あ
る
第
一
次
大
隈
重
信
内
閣
（
い
わ
ゆ
る
隈
板
内
閣
）

の
成
立
が
、
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
に
い
か
な
る
影
響
と
変
化
を

与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
第
二
章
で
は
隈
板
内
閣
の

成
立
に
対
す
る
官
僚
の
反
応
を
、
藩
閥
官
僚
、
学
士
官
僚
に
峻
別
し

て
論
じ
、
後
者
の
中
に
は
政
党
内
閣
を
憲
政
済
美
の
姿
と
し
て
認
識

す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
従
来
の
藩
閥
・
政
党
の
対
立
関

係
を
強
調
す
る
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
、
政
党
を
是
認
す
る
官

僚
の
認
識
の
存
在
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
他
方
、
同
内
閣
下
の
政
党
人
に
よ
る
猟
官
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
を
生
じ
さ
せ
る
制
度
的
構
造
の
詳
細
と
、
猟
官
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
中
央
官
界
の
み
な
ら
ず
地
方
奏
任
官

に
ま
で
及
ぶ
広
汎
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
な
事
例
に
言
及

し
な
が
ら
検
証
し
て
い
る
。
従
前
の
研
究
の
実
証
を
よ
り
深
め
る
も

の
と
し
て
評
価
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
猟
官
運
動
の
拡
大
と
ポ
ス

ト
獲
得
を
め
ぐ
る
与
党
内
に
お
け
る
内
証
の
進
展
、
及
び
参
考
論
文

一
で
論
じ
た
選
挙
に
よ
る
候
補
者
調
整
の
問
題
な
ど
が
、
同
内
閣
崩

壊
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
右
に
指
摘
し
た
猟
官
運
動
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
る

中
、
隈
板
内
閣
が
政
党
政
治
下
に
お
け
る
統
治
構
造
の
設
計
、
す
な
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わ
ち
、
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
の
構
築
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
、

同
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
政
務
調
査
委
員
会
の
議
事
を
丹
念
に
追

う
こ
と
で
検
証
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
官
僚
出
身
の
実
務
経
験
者
を
多
く
抱
え
る
旧
進
歩
党
が

行
政
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
志
向
し
内
閣
主
導
の
統
治
機
構
構
想
を

有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
自
由
民
権
運
動
以
来
の
運
動
家
が
多
く
残

る
旧
自
由
党
は
、
党
勢
拡
張
な
ど
の
実
利
を
重
視
し
、
む
し
ろ
中
央

行
政
は
官
僚
機
構
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
る
行
政
と
立
法
の
協
調
・
相

互
依
存
関
係
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
両
派
の

差
異
は
、
爾
後
、
協
調
志
向
の
旧
自
由
党
が
立
憲
政
友
会
へ
と
衣
替

え
し
藩
閥
と
の
提
携
関
係
を
進
め
、
い
わ
ゆ
る
桂
園
体
制
の
下
で
政

権
に
参
画
し
て
い
く
一
方
、
旧
進
歩
党
か
政
権
か
ら
長
く
途
絶
さ
れ

て
い
く
分
岐
点
と
位
置
づ
け
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
後
に

続
く
桂
園
体
制
の
特
徴
を
分
析
す
る
際
の
有
益
な
視
座
を
提
示
し
て

い
る
。

　
桂
園
体
制
期
に
お
け
る
安
定
が
大
正
二
（
一
九
二
二
）
年
に
起
こ

っ
た
第
一
次
護
憲
運
動
に
よ
っ
て
破
れ
る
と
、
政
党
と
官
僚
の
関
係

は
制
度
面
に
お
い
て
も
意
識
面
に
お
い
て
も
劇
的
な
変
化
を
見
せ
る
。

第
四
章
で
は
こ
の
劇
的
な
変
動
を
捉
え
る
た
め
、
第
一
次
護
憲
運
動

の
結
果
成
立
し
た
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
下
で
山
本
首
相
と
、

原
内
相
を
中
心
と
す
る
与
党
政
友
会
が
進
め
た
文
官
任
用
令
改
正
、

す
な
わ
ち
自
由
任
用
拡
大
の
動
き
を
論
じ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
藩
閥
勢
力
が
中
心
と
な
る
枢
密
院
審
査
委
員
会
の
審
議

を
議
事
録
か
ら
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、
天
皇
の
威
光
を
盾
に
自
由
任

用
拡
大
を
拒
む
枢
密
院
側
の
動
き
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
政
友
会
側

の
動
き
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
憲
政
擁
護
運
動
の
経

験
か
ら
、
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
ち
始
め
た
世
論

を
味
方
に
つ
け
る
た
め
、
本
来
極
秘
に
す
べ
き
審
議
内
容
の
新
聞
へ

の
意
図
的
リ
ー
ク
が
、
政
府
・
政
友
会
側
よ
り
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
、
山
本
内

閣
は
、
枢
密
院
の
抵
抗
に
会
い
な
が
ら
も
自
由
任
用
の
一
部
拡
大
に

成
功
し
た
が
、
清
水
君
は
、
拡
大
さ
れ
た
自
由
任
用
ポ
ス
ト
の
運
用

実
態
を
丹
念
に
追
い
、
政
友
会
が
露
骨
な
政
党
人
の
登
用
を
自
制
し
、

む
し
ろ
人
事
権
の
掌
握
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
隠
然
た
る
影
響
力
を
、

官
僚
の
政
党
へ
の
接
近
を
促
が
す
た
め
に
働
か
せ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　
制
度
改
正
に
止
ま
ら
ず
、
改
正
後
の
運
用
の
実
態
を
も
検
証
す
る

作
業
は
多
大
な
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
こ
う
し
た
考
察
は
本
論
文
を
通
じ
随
所
に
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
清
水
君
が
、
そ
う
し
た
労
を
厭
わ
ず
検
証
作
業
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

　
右
の
よ
う
に
第
一
次
山
本
内
閣
に
よ
っ
て
実
現
し
た
制
度
的
な
変
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化
は
、
桂
園
体
制
期
に
深
化
し
た
政
友
会
と
官
僚
の
関
係
を
よ
り
具

体
的
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
す
で
に
同
体
制
下
、
相
次
ぐ
政

権
交
代
の
中
で
政
友
会
系
、
桂
系
に
党
派
化
さ
れ
て
い
た
高
級
官
僚

た
ち
は
、
第
一
次
護
憲
運
動
に
よ
っ
て
政
党
政
治
へ
の
潮
流
が
自
明

の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
認
識
し
、
政
党
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

　
第
五
章
で
は
政
友
会
と
桂
新
党
に
参
加
し
た
学
士
官
僚
の
か
か
る

意
識
変
化
を
比
較
論
述
し
な
が
ら
、
緊
密
と
な
っ
た
政
党
と
官
僚
の

関
係
を
分
析
し
て
い
く
が
、
清
水
君
の
考
察
対
象
は
官
僚
側
に
留
ま

ら
ず
、
政
党
側
が
描
い
た
統
治
設
計
に
も
及
ぶ
。
ま
ず
、
清
水
君
は
、

原
・
政
友
会
が
大
臣
の
み
な
ら
ず
次
官
を
自
由
任
用
と
す
る
こ
と
で

事
務
方
の
頂
点
に
対
す
る
人
事
権
を
掌
握
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
人

事
で
は
こ
こ
に
生
粋
の
政
党
人
を
配
す
る
の
で
は
な
く
、
官
僚
か
ら

政
界
に
転
進
し
た
有
能
な
官
僚
出
身
の
政
党
人
を
こ
れ
に
充
て
て
い

る
こ
と
に
注
目
す
る
。

　
こ
う
し
た
人
事
を
通
じ
、
政
策
立
案
能
力
を
高
め
な
が
ら
、
政
務

と
事
務
を
混
交
し
た
政
権
運
営
を
企
図
す
る
同
党
の
志
向
を
、
政
友

会
ス
タ
イ
ル
と
清
水
君
は
呼
称
す
る
。
他
方
、
桂
新
党
・
憲
政
会
は

政
務
と
事
務
の
区
別
を
明
確
に
し
、
両
者
の
緩
衝
材
・
調
整
役
と
し

て
政
治
任
用
の
政
務
官
を
設
置
す
る
こ
と
で
官
僚
組
織
を
政
党
か
ら

保
護
し
、
両
者
の
協
調
関
係
を
基
礎
に
政
権
運
営
を
目
指
す
憲
政
会

モ
デ
ル
を
模
索
し
始
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
原
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
清
水
君
は

同
内
閣
を
右
の
政
友
会
ス
タ
イ
ル
の
表
徴
と
捉
え
、
政
友
会
に
対
す

る
官
僚
の
政
党
参
加
が
顕
著
な
進
展
を
見
せ
、
政
党
と
官
僚
の
関
係

が
人
的
に
も
緊
密
性
を
高
め
て
い
く
状
況
を
具
体
的
に
裏
付
け
て
い

る
。
従
来
、
漠
然
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
官
僚
の
政
党
化
を
、
「
官
僚

の
党
派
化
」
と
「
官
僚
の
政
党
参
加
」
の
段
階
に
区
分
し
、
そ
の
増

加
傾
向
を
実
数
で
示
し
た
上
で
、
政
界
に
転
進
す
る
官
僚
の
地
位
や

彼
等
の
意
識
、
政
党
参
加
後
の
党
内
で
の
地
位
や
役
割
に
ま
で
詳
細

な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
刮
目
に
値
す
る
。
更
に
そ
う
し

た
分
析
視
角
に
立
ち
、
原
内
閣
の
閣
僚
の
大
半
が
官
僚
出
身
者
で
占

め
ら
れ
、
他
方
、
党
組
織
は
党
人
中
心
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同

内
閣
に
お
い
て
は
官
僚
出
身
者
と
党
人
の
明
確
な
役
割
分
担
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
喝
破
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
初
の
本
格
的
政
党
内
閣
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
原
内
閣

を
、
政
党
と
い
う
政
治
基
盤
の
上
に
立
脚
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は

政
党
に
誘
導
し
た
官
僚
出
身
者
を
大
臣
・
次
官
に
配
し
た
「
擬
似
的

政
党
内
閣
」
と
形
容
し
、
こ
れ
を
政
党
内
閣
期
に
至
る
過
渡
的
な
形

態
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
従
前
の
評
価
に
大
き
な
修
正
を
迫

る
極
め
て
刺
激
的
な
見
解
の
提
示
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
清
水
君
の
分
析
結
果
に
従
え
ば
、
政
党
内
閣
期
へ
の
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過
渡
的
形
態
と
い
え
る
原
内
閣
の
治
世
を
経
て
、
政
党
政
治
は
い
よ

い
よ
自
明
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
象
徴
的
事
件
が
大
正
十
三

（
］
九
二
四
）
年
、
清
浦
奎
吾
・
貴
族
院
内
閣
成
立
に
際
し
て
起
こ

さ
れ
た
第
二
次
護
憲
運
動
で
あ
る
。
清
水
君
は
、
参
考
論
文
二
に
お

い
て
同
運
動
と
そ
の
政
治
的
影
響
を
丹
念
に
論
じ
た
L
で
、
第
六
章

で
は
こ
の
運
動
の
最
中
に
実
施
さ
れ
た
第
十
五
回
総
選
挙
に
着
目
し
、

こ
の
選
挙
が
、
そ
の
後
の
政
治
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。

　
該
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
選
挙
前
に
政
友
会
の
半
分
が
政
友
本
党

と
し
て
分
裂
し
た
こ
と
か
ら
両
党
と
も
に
候
補
者
不
足
が
生
じ
た
こ

と
、
加
え
て
従
来
は
政
務
事
務
区
別
の
観
点
か
ら
官
僚
の
政
党
参
加

に
抑
制
的
で
あ
っ
た
憲
政
会
が
、
政
権
獲
得
に
本
格
的
に
乗
り
出
し

た
こ
と
は
、
官
僚
の
政
界
転
出
へ
の
追
い
風
に
な
っ
た
。
清
水
君
は
、

該
総
選
挙
に
百
五
十
名
に
及
ぶ
官
僚
出
身
候
補
が
擁
立
さ
れ
た
こ
と

を
裏
付
け
、
官
僚
の
政
党
入
り
が
よ
り
普
遍
化
し
、
政
党
と
官
僚
の

距
離
が
よ
り
緊
密
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
官
界
か
ら
政
界
に
転
進
す
る
候
補
者
の
党
派
別
の
数
に
止

ま
ら
ず
、
そ
の
経
歴
や
、
官
僚
が
政
党
政
治
を
自
明
の
も
の
と
受
容

し
て
い
く
意
識
変
化
の
実
態
も
丹
念
に
追
い
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。　

ま
た
政
党
側
の
統
治
構
造
設
計
に
関
し
て
は
、
選
挙
の
結
果
、
憲

政
会
を
中
心
に
成
立
し
た
護
憲
三
派
内
閣
が
、
憲
政
会
モ
デ
ル
を
軸

に
、
政
党
と
官
僚
の
緩
衝
材
・
媒
体
と
し
て
の
内
閣
機
能
の
強
化
や
、

政
務
官
設
置
に
よ
る
政
務
・
事
務
の
区
別
の
明
確
化
を
志
向
し
た
官

僚
改
革
を
企
図
し
な
が
ら
も
、
連
立
政
権
ゆ
え
に
、
政
友
会
の
主
張

を
排
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
同
内
閣
は
政
友
会
か
主
導
す
る
自
由
任
用
維
持
を
完
全
に

崩
す
こ
と
が
で
き
ず
、
折
衷
案
と
い
う
妥
協
を
受
け
容
れ
、
更
に
官

僚
の
身
分
保
障
に
つ
い
て
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
折
衷

に
よ
っ
て
当
初
の
統
治
設
計
の
目
的
は
判
然
と
し
な
い
も
の
と
な
り
、

結
果
、
昭
和
の
政
党
内
閣
期
、
政
党
の
恣
意
的
な
官
僚
人
事
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
弊
害
の
生
じ
る
一
因
が
こ
こ
に
胚
胎
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
、
各
章
の
要
旨
と
評
価
を
行
っ
て
来
た
が
、
最
後
に
本
論
文

全
体
に
亘
る
総
括
的
評
価
を
行
い
た
い
。

　
第
一
に
、
従
来
、
藩
閥
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
官
僚
の
中

か
ら
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
出
身
者
を
中
心
と
す
る
学
士
官
僚
と
い

う
集
団
を
抽
出
し
、
そ
の
政
治
行
動
の
特
性
を
分
析
し
た
点
で
あ
る
。

西
洋
法
体
系
の
新
知
識
を
獲
得
し
た
学
士
官
僚
た
ち
が
藩
閥
勢
力
の

維
持
で
は
な
く
、
議
会
政
治
を
重
視
し
、
政
党
内
閣
の
現
出
と
そ
の

充
実
を
命
題
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
に
協
力
、
参
加
し
て
い
っ
た
実
態

解
明
に
成
功
し
て
い
る
。
藩
閥
対
政
党
と
い
う
既
存
の
研
究
の
枠
組

で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
、
明
治
後
半
以
後
、
長
き
に
わ
た
り
わ
が
国
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の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
中
核
を
担
う
こ
と
に
な
る
彼
等
の
か
か
る
意
識

と
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　
第
二
に
、
同
時
代
の
統
治
構
造
を
、
政
官
関
係
、
す
な
わ
ち
政
党

と
官
僚
の
二
軸
で
は
な
く
、
敢
え
て
こ
れ
に
内
閣
と
い
う
軸
を
加
え

三
軸
の
相
関
関
係
か
ら
分
析
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、

明
治
憲
法
で
は
議
院
内
閣
制
が
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
閣
と
政
権

与
党
と
の
関
係
は
一
様
で
は
な
く
、
こ
れ
に
連
動
し
て
、
三
者
の
相

関
関
係
も
時
代
や
政
権
に
よ
り
種
々
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、
統
治

構
造
の
分
析
を
困
難
に
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
内
閣
が
、
政
党
と
い
か
な
る
提
携
を
行
う
か
、
い
か
な

る
距
離
を
置
く
か
と
い
う
問
題
は
、
政
党
内
閣
時
代
を
迎
え
る
に
つ

れ
、
内
閣
と
官
僚
と
の
間
に
お
い
て
も
同
様
に
生
じ
る
問
題
で
あ
っ

た
。
政
党
と
官
僚
の
二
軸
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
内
閣
を
加
え
三
軸

を
中
心
に
そ
の
相
互
関
連
を
分
析
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政
官
の
二
軸

だ
け
で
は
把
握
困
難
で
あ
っ
た
同
時
代
の
統
治
構
造
の
特
徴
を
よ
り

鮮
明
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
因
み
に
、
五
十
五
年
体

制
下
の
自
民
党
政
権
時
代
、
内
閣
と
政
権
与
党
の
関
係
は
一
体
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
内
閣
主
導
が
謳
わ
れ
る
今
日
、

内
閣
と
与
党
と
の
間
に
よ
り
大
き
な
摩
擦
が
生
ま
れ
、
従
前
の
政
官

関
係
で
は
分
析
が
困
難
な
政
治
状
況
が
現
出
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し

た
中
、
清
水
君
が
提
示
し
た
三
つ
の
軸
を
中
心
に
、
三
者
の
相
互
関

係
を
分
析
す
る
方
法
と
そ
の
結
果
は
、
現
下
の
わ
が
国
の
統
治
構
造

や
政
治
過
程
を
分
析
す
る
際
に
も
貴
重
な
示
唆
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
第
三
は
、
各
時
代
、
各
当
事
者
が
、
右
の
三
軸
を
ど
の
よ
う
な
関

係
に
置
く
べ
き
と
考
え
て
い
た
か
、
清
水
君
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、

い
か
な
る
「
制
度
設
計
」
を
描
い
て
い
た
か
と
い
う
視
点
を
論
文
全

体
に
通
底
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
明
治
憲
法
体
制
に
関

す
る
研
究
、
と
り
わ
け
統
治
構
造
の
設
計
図
に
関
し
て
は
、
明
治
国

家
の
企
画
者
で
あ
る
伊
藤
博
文
と
そ
の
幕
僚
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
本
論
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
、
各
時
代

に
お
け
る
、
各
当
事
者
に
よ
る
対
処
療
法
的
、
部
分
利
益
的
な
制
度

設
計
の
た
ゆ
ま
ぬ
修
正
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
明
治
憲
法
体
制
は
大

き
な
変
容
を
な
し
、
政
党
政
治
時
代
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
て
あ

る
。
そ
し
て
、
か
か
る
制
度
設
計
は
、
藩
閥
や
官
僚
勢
力
だ
け
で
な

く
、
政
党
側
に
お
い
て
も
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
政
友
会
ス
タ
イ
ル
、
憲
政
会
モ
デ
ル
と
い
う
、

各
々
特
徴
を
有
す
る
政
党
側
が
描
い
た
制
度
設
計
の
提
示
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
政
党
側
の
政
権
構
想
は
藩
閥
や
元
老
と
の
交
渉
や
選
挙

戦
術
と
い
っ
た
事
象
の
み
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
両
党
各
々
が
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描
く
制
度
設
計
が
抽
出
さ
れ
、
そ
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
新
鮮
て
あ
る
。
政
党
の
各
当
事
者
が
ど
れ
ほ
ど
明
確
に
、
か
つ
意

識
的
に
そ
の
設
計
図
を
描
い
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
な
検

証
が
必
要
で
あ
る
が
、
近
代
日
本
全
般
に
及
ぶ
長
期
的
な
視
野
で
の

分
析
枠
組
み
を
提
供
し
た
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
本
論
文
の
分
析
視
角
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
分
析
結
果
に

対
す
る
総
括
評
価
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
如
上
の
分
析
を
可

能
に
し
た
本
論
文
を
裏
付
け
る
膨
大
な
一
次
資
料
に
つ
い
て
も
、
指

摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
末
尾
に
付
さ
れ
た
五
十
頁
に
及
ぶ
史
料
一
覧
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
同
議
会
官
庁
資
料
室
、
国
立

公
文
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
東
京
大
学
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
所
蔵
機
関
か
ら
収
集
さ
れ
た
公
文
書
、

個
人
文
書
、
さ
ら
は
著
者
自
身
が
遺
族
に
問
い
合
わ
せ
て
提
供
を
受

け
た
複
数
の
未
公
開
個
人
文
書
に
立
脚
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
綿
密

な
資
料
収
集
と
分
析
が
あ
っ
て
初
め
て
、
従
来
の
研
究
が
到
達
し
え

な
か
っ
た
政
党
・
官
僚
双
方
の
意
識
変
化
の
実
際
に
迫
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
従
来
、
叙
述
に
流
れ
が
ち
で
あ
っ
た
政
治
史
研
究
に
お
い

て
、
数
量
デ
ー
タ
や
数
多
く
の
図
表
・
事
例
デ
ー
タ
に
よ
る
裏
づ
け

が
常
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
か
つ
有
益
で
あ
る
。
本
論
文
の

各
章
が
い
ず
れ
も
個
別
論
文
と
し
て
各
種
の
学
会
査
読
誌
に
掲
載
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
評
価
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
近
代
目
本
の
統
治
構
造
の
特
徴
を
、
政
党
・
内
閣
・
官

僚
関
係
の
展
開
を
通
じ
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
本

論
文
で
あ
る
が
、
若
干
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
桂
園

体
制
期
の
統
治
構
造
を
清
水
君
の
分
析
視
角
か
ら
考
察
す
る
と
い
か

な
る
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
体
制
下
に
お
い
て
は
、

文
官
任
用
令
の
改
正
等
、
三
者
の
関
係
に
大
き
な
変
動
を
及
ほ
す
事

象
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
文
の
考
察
対
象
か
ら
は
ず
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
興
味
が
残
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
論
文
は
政
党
内
閣
期
の
出
発
点
で
あ
る
第
一
次
加
藤
高

明
内
閣
に
お
け
る
統
治
構
造
設
計
を
も
っ
て
「
確
立
」
と
し
、
論
を

結
ん
で
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
本
論
文
は
政
党
と
官
僚
だ
け
て
な
く
、

内
閣
を
も
軸
に
据
え
、
そ
の
総
合
調
整
機
能
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
さ
ら
に
は
、
先
に
指
摘
し
た
今
日
の
政
治

状
況
分
析
に
よ
り
有
益
な
視
座
の
提
示
を
行
う
た
め
に
も
、
昭
和
の

政
党
内
閣
期
に
お
け
る
運
用
過
程
に
も
筆
が
及
ん
で
い
く
こ
と
を
切

望
す
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
論
文
の
問
題
点
と
い
う
よ
り

は
、
今
後
に
向
け
て
本
論
文
の
延
長
線
上
に
見
え
て
く
る
研
究
上
の
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課
題
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
学
術

的
価
値
は
い
さ
さ
か
も
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
、
審
査
員
一
同
、
本
論
文
は
博
士

（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
授
与
に
ふ
さ
わ
し
い
業
績
で
あ

る
と
判
定
す
る
。
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